
 

近代の知性が AIに 

託した夢 ― 不毛な 

論議に陥らないために   

 

本山美彦氏 

2006 年京都大学経済学部停年退職。京都大学名誉教授、大阪産

業大学学長を経て、国際経済労働研究所所長、現在、同研究所で

全国の労組員からなる「AI社会に生きる」研究会主宰。 

AIに関する著書、本山美彦『人工知能と21世紀の資本主義 （明

石書店、2016年）、 『AI投機のユーフォリア 』（仮題、明石書店、

2018年12月刊予定）。 

■お申し込み：氏名、連絡先（E-Mail またはFax番号）、同伴者の氏名を記入のうえ、E-MailまたはFaxで 

下記事務局まで事前申し込みをしてください。 ＊申込締切日：4月10日（水） 

 ＊定員(100名)になり次第受付を締め切ります。 

■お問い合わせ：京都大学経済学部同窓会近畿支部講演会事務局（大阪ガスビジネスクリエイト内）  

E-Mail: ekyou-dosokinki@ogbc.co.jp     Fax: 06-6446-4326 

Tel:  06-6446-4320 (土・日・祝日を除く平日10：00～17：30) 

単に人工知能と訳されている AIの英語が"Artificial Intelligence"

であることの意味は大きい。服地用に作られた布が、「ブリコラージュ」と

いう絵画にも使われるように、"Art"とは所期には考えてもみなかった美

を生み出すものという驚きを込めて創られた言葉である。人間の知性

は、思いがけないことから進化する。そのことが人間の創造性を生み出

す。これは AI という言葉の産みの親の一人であるハーバート・サイモン

（1978年ノーベル経済学賞受賞者）の述懐である。つまり、AIは、

人の知性を豊かにするものでなければならない。 

 到来間近の AI は悪魔か？ 慈愛溢れる神か？ 喧しく交わされて

いる AI 論議が空疎に響く、未来の展望能力において閉そく的な現状

を打開するためにも、近代の偉大な知性たちの AI への夢に私たちの 

       夢も乗せよう。チェコのカレル・チャペック、

英国のアラン・チューリング、アイザック・ニ

ュートン、チャールズ・バベッジ、スティーブ

ン・ホーキングなどの夢を語りたい。長い

タイム・スパンを持っていることこそが学問

の最大の魅力であることを教えていただ

いた京都大学の諸先輩への感謝を込

めて語りたい。 

 

 

 

 

になる。」「ヒントを猿などの類人猿に求めた。女性優位の

社会の到来予想であり、昔の母系社会への復帰かもし

れない。」 

講演：本山美彦氏        

公益社団法人国際経済労働研究所所長 

京都大学経済学部名誉教授 

大阪ガス御堂筋東ビル（OME ビル）  

３Ｆホール                      

地下鉄御堂筋線淀屋橋駅下車３分 

 

4月 19日（金） 

19:00～20:30 

(開場 18:30） 
 

京都大学経済学部同窓会 

近畿支部主催 

  公開講演会 

   入場無料 

 
 


